考える 様に お 龍はジ ー ッ とうつ むいて 居た。 何事 か を 

さとった 様に、 教えられた 様に 「私 は 特別に 作られた 

女なん だ、 死ぬ まで 男の 血 をす すって 美く しくて おら 

れるカ を もって 居る」 凄く 光る 眼に 宙を 見て 形の ない 

或る ものに 誓う 様に お 龍 は 云った。 ホット 息をついて 

(ママ) 

ボンと ひざの 本 に 本 をな げた 時にはもう 障子の 紙 は 

うす 黒くな つ て 居た。 午す ぎす ぐから 今まで 息 もっか 

ずに よんで 居た 自分 の 真面目 さと 新ら し い 気持 になつ 

たうれ しさに はれ やかな 高 笑 をした。 それと 一 緒に う 

すくら がりの 部屋の わきから はじき 出された 様に ヒ 

ラッと 影 をの こして 体 を かくした ものの あるの をお 龍 



一 目で も 見ずに すごす と 云う 事 はとうて い 自分の こら 

えられそう にもない 事であった。 男の 熱しき つた 心 は 

(二字 不明 ) 

見す かすよう に 高笑い された 事 やら 口 口 見て 居た 娘 

の 燃えて 居た 事 やら を 思って ジッ として 居られな いほ 

ど 大声で 叫びたい ほど 波打って 居た。 

頭 は 火の 様に ほて つ て 体 は ブル ブル 身ぶ るいの 出る 

の をジッ とこら えて 男 は 立ち上る 拍子に わきに 何の 音 

もさせずに 立って 居た お 龍 を 見た。 男 は 前よりも 一 層 

かお を 赤く しすぐ 死人よりも 青い かおに な つてう るん 

で ふるえる 目で ジッと 娘の かお を 見つめた。 娘 も その 

若い 人に はた えられな いほ どのみ 力 を もった 目 をむ け 



「御 はなしな さ つ て 」 

かすかな とぎれとぎれの 男の 声に 耳 も かさないで 御 

龍 はます ます 手 を かたくに ぎりし めた。 男の 目から 涙 

のこ ぼれ 出て 居る の を 見つけて、 

「蛇に 見 こまれた と 思つ てれば いい …… 」 

さえた 低い 声で 女 はさ さやいた。 

「どうぞ 御な ぶりな さらな いで 」 

( 一 字 不明 ) 

男 は 前よりも 一層 力の ない 声で 口 つた。 

「はなさない、 どんな 事が あっても、 一 一人と もが 骨ば つ 

かりにな つた 時で も —— 」 

お 龍 は 斯う 云った まん ま 動こうと も 手 を はなそうと 



女の 机の 上に はいつ でも 短刀が 置いて あった。 虹 を 

はく 様な その 色、 その かがやき、 その さきの ほそ さ、 

ひやつ こさ、 等が それに 似寄った 心 を もって 居る お 龍 

の 気に入って 居た。 まじめに まじりつ けの ない 気持で 

お 龍のと ころに 通って 来る まだ 若い 男が あった。 お 龍 

はい つもと 同じ様に その 男に 自分の 力 をた めして は ほ 

ほ 笑んで 居た。 馬鹿にした ほほ 笑み も 男 は 嬉しく 思つ 

て 笑い かえして 居た。 男 はごく まじめな 正直な 様子 を 

(ママ) 

してお 龍のと ころに 来た。 一 事 口 をき くにで もお 龍 

が 上から あびせ かける の を 下から 持ち あげて 返事 をし 

お 龍の 見下して 笑う の を 男 は 見上げて 笑い 返して 居た。 



うまる で 違 つ た 気持と 体 を も つ た 自分が 居る と 云う こ 

と は キュッ と 一^にく びら れて しまい そうな、 ほんと 

うに 首 を ほうられ そうな 気がして ならなかった。 自分 

も 同じ 男の 沢山 見える ところへ 早く 行きたい と 思 つ て 

しきりにせ めたてた。 女 は その せかせかした 男の 瞳 を 

見て は 笑って居た。 

それから 間もなく 水色のお 召の マントに 赤い 緒の 雪 

駄、 かつら 下地に 髪 を 結んで、 何 かの 霊の 様な お 龍と 

( 一 字 不明) 

男 は にぎやかな アスファルト を しきつめた 口 通り 

を 歩いて 居た。 通る 男 も 通る 男 も 皆 自分から お 龍 を は 

なしても つて 行きた そうに 思われた、 そして 又 女も自 



思って ます もの、 私 は 自分の 力 を 信じて るんで す もの 

…：- J 

「ァァ ほんとうに お前 はけし の 花の 様な 女 だ」 

「私自身で もそう 生れ つ いて 来たの を よろこんでます 

わ」 

女 は 男の 心の中に 自分の 毒 を 吹き込む 様に ホッと 深 

い 息 を 吐いた。 

二人の 間に 長い 沈黙が つづいた。 二人の 心 はは なれ 

ばなれに 手ん 手に 勝手な こと を 考えて 居た。 

「私 まもう 帚る _ 

うわ 

男 は 思い出した 様に 立ち上って 上ん まえ を ひっぱつ 



た。 

「そう -」 

女 は 別にと める 様子 もせず 玄関まで 男の 後に ついて 

行った。 

「又 今度」 

小さな 声で 男が 云った のに 女 はた だ 青白い 笑 を 投げ 

よこい こナ i こ つた。 

その 笑が 男に は 忘られな いものの 一 つだった。 しず 

かな 中に 女 は 体 を 存分にされ ないで 男 を 自由にす る こ 

との 出来る 自分の 力に 謝して うす 笑 をした。 いざり 

よって 丸い 手鏡 をと つて 自分の かお をの ぞいた。 ふつ 
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